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王冠を戴く王と王妃と賢人シンドバードと
七人の大臣の物語およびそれぞれの語る物語（１）
西　村　正　身
　近年掲載紙数制限が厳しくなっているので、最小限のことを記す。２回にわたってアラ
ビア語版「シンドバード物語At」を紹介する。「シンドバード物語」のアラビア語版には『ア
ラビアン・ナイト』に吸収されて、かなりの改編を受けた版が４種類あるが、ここに紹介
するのは拙論「アラビア語版『シンドバード物語』５本の比較」（作新学院大学紀要、第
12号、2002）の時点ではわずか７行の記述で済まさざるを得なかった５番目のアラビア語
版で、『アラビアン・ナイト』や『百一夜物語』所収の版とは独立に伝承されてきた版で
ある。その後アラビア語を学び（拙論「井筒俊彦『アラビア語入門』のための付録」作新
学院大学紀要、第16号、2006参照）、最初に手掛けた翻訳が今回のものである（次に手が
けた翻訳が「『百一夜物語』所収の「王子と七人の大臣の物語」」作大論集、第２号、2012
である）。詳細はまた別の機会に譲るが、８か所ほど解釈のつかない点が残っていたとこ
ろ、故矢島文夫先生が阿久津正幸氏（当時アジア・アフリカ語学院のアラビア語講師）を
紹介してくださった。ありがたいことに同氏は当時の私には無縁であった何種類かのアラ
ビア語辞典（中には数巻に及ぶものもあった）を車に積んで進んで大学の研究室に来てく
ださり、2005年の暮れから翌年の８月にかけて３回の読書会を設定してくださったので、
不明の箇所はもとより、その他のことについても教えを請うことができた。その間および
その後もメールでさまざまな質問に快く答えてくださった。同氏の協力がなければ今回の
翻訳は完成できなかったわけで、いくら感謝しても感謝したりないほどである。翻訳底本
はSindbād-nāmeye ‘arabī: hikāya al-malik al-mutawwaj ma‘a imra’a al-malik wa al-ḥakīm 
as-Sindbād wa sab‘ al-wuzarā’, in: Sindbād-nāme yazan Muḥammed b. ‘Alī Aẓ-Ẓahīrī As-
Samarqandī Arapça Sindbād-nāme ile birlikte, Mukaddime ve haşiyelerle neşreden Ahmed 
Āteş, Istanbul, 1948, pp. 347-388である。阿久津氏の勧めで底本のもととなっている写本
（Şehid ‘Ali Paşa 2743）のコピーを取り寄せたところ、底本で不明な何か所かが誤転写で
あることが判明した。取り寄せを強く勧めてくださった点でも阿久津氏には感謝しなけれ
ばならない。第16話「雉鳩Ⅰ」は谷口勇「The Story of “Two Pigeons” Reconsidered」（立
正大学英文学会「英文學論考」第32輯、2006）に先行掲載されている。第11話「涙を流す
小犬Ⅰ」は拙論「Th. マン『ファウストゥス博士』第31章に引用される物語を追って」（慶
應義塾大学日吉紀要、ドイツ語学・文学、第47号、平成23年）に掲載したところ、東京大
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学の杉田英明教授から数か所の誤訳の指摘をいただいた。第11話はそれを踏まえての改訳
である。記して感謝する。第12話「猪Ⅱ」と第15話「猿と亀」（「猿の生き肝」の類話）は
本書Atの固有話である。本書には1967年のロシア語訳（未見）がある。
＊　　　　＊　　　　＊　　　　＊　　　　＊
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王冠を戴く王と王妃と賢人シンドバードと七人の大臣の物語およびそれぞれの語る物語（１）
　物語のタイトル『王冠を戴く王と王妃と／賢人シンドバードと七人の大臣の物語／およびそれぞ
れの語る物語』は写本のタイトル･ページ（134a）ではすべて赤インクで三行に亘って書かれている。
写本にはさらに四行分が同じく赤インクで書かれており、全体は次のようになる。「王冠を戴く王
と王妃と／賢人シンドバードと七人の大臣の物語／および彼らがそれぞれに／欠けることなく完全
に語る物語／われらはアッラーのお力によって／思い上がりや過ちから戻ってくる／唯一なるアッ
ラーを称えよ」。これは全体として物語の結びに見られるものと同じである。次回掲載の脚注33を参
照。写本のタイトル･ページにはさらに、反時計回りに九〇度ずれた位置に黒インクで五行分の記入
があるのだが、アラビア語からの借用語は含まれているようだがアラビア語ではないようで、写本
の所在地からオスマン・トルコ語ではないかと推測し、辻星児先生の仲介を得て竹内和夫先生と勝
田茂先生のお力を拝借したが、今のところその意味は分からない。校訂者アーテシュはこの黒イン
クで書かれた五行分については何も言及していない。
１） 前半の「慈悲深く、慈愛あまねき神の御名において」という句は、『コーラン』各章の冒頭に見ら
れるもので、何かを始めようとするときに使われる。後半に似た表現は、イブン・ハルドゥーン『歴
史序説』一・六・三〇に「神が成功を与え給わんことを」とあり、類似の表現が同書の何ヶ所か
に見える。
八日目　王子が口を開く
　19．王子の第一の物語（三歳の男の子　puer 3 annorum）
　20．王子の第二の物語（五歳の男の子　puer 5 annorum）
　21．王子の第三の物語（盲目の老人　　senex caecus）
物語の結び
写本筆写者の覚書
底本（アーテシュ版）の本文修正
底本脚注の修正と追加
・訳文中、＜＞内は写本にない語句を校訂者が補足したものだが、大臣たちや妃の語る物
語の始めに補足された＜物語＞は、注をつけずに省いた。
・（ ）内は訳者による補足。
・底本にない段落を適宜に設けた。
・人称代名詞は適宜に省いたり、名詞に置き換えたりした。
＊　　　　＊　　　　＊　　　　＊　　　　＊
慈悲深く、慈愛あまねき神の御名において
そして、わが成功が神によってもたらされますように１）
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２） 『ジャータカ』五〇九「大々的な出家前生物語」に、「わたしはまったく一人で、人間でありながら〔枝
葉のない〕木の切り株のようになってしまった」という表現がみられる。
３） 「ひれ伏させてくれる」の原文（349/3）はyankabithuで、脚注には「写本通り」（135a/4）と記さ
れていて、確かにその通りなのであるが、意味が不明である。ここはkabata「打ち倒す、打ち勝つ」
の未完了形と解して訳した。
　次のように語り伝えられているが、アッラーは隠されたことどもをいちばん良く知りた
まい、この上なく思慮深く、この上なく強く、この上なく高貴で、信仰においてはこの上
なく寛大で慈悲深くあられる。
　今は昔のその昔、世の人々の噂話からも遠ざかってしまった頃、昔々の、時代と時の過
去のこと、ペルシアの諸国の中に、王冠を戴く王と呼ばれるひとりの王がいた。すでに年
老いていたが、アッラーは彼に息子を授けたまわなかった。
　ある日のこと、彼は心の中で思い、こう言った、「もうこんな年になってしまった、そ
れなのに、わしにはまだ、わしを思い出してくれるよすがともなり、わしのあとを継いで
王になってくれる息子がいない」。
　そのために彼は激しい悲嘆に暮れた。ところで、この王には思慮深く、あらゆる学問を
学んだ学識豊かな七人の大臣がいた。王は彼らを呼び寄せるよう命じ、やって来ると、こ
う言った、「承知していると思うが、誠実な大臣たちよ、わが国の顧問官たちよ、わしの
命令に従順な者たちよ、わしが何を望んでいるかを良く知る者たちよ、そちたち全員にアッ
ラーが繁栄を与えたまわんことを。見よ、わしの旅立ちの日ももう近い、この束の間の館
から永劫の住み処に赴くことになろう、それなのにわしには、王たちの間でわしを思い出
すよすがともなる息子が授けられていないし、金持ちや貧しい者たちを治めてくれる兄弟
もいない。有徳な者たちが、『息子のいない人間は果実の実らぬ樹木のようなもの２）』と言っ
ているのを、そちたちも知っていよう」。
　すると、最年長の大臣が進み出て、こう言った、「王さま、アッラーが陛下に御長寿を
お授けくださり、その統治を遂行させてくださいますよう。陛下をお守りしないような者
はおりません、何なりとお望みのことをお命じになってください、私どもがすぐに取りか
かり、全員で事に当たりましょう」。
　王が言った、「大臣よ、そなたも承知していようが、わしが望んでいることは叶わぬこ
となのだ、全能なる王（である神）の御意志によらぬ限りはな」。
　（大臣が）言った、「ああ、御主人さま、偉大な神を心に思い、アッラーに御請願さないませ。
神に忠節をお尽くしなされば、アッラーが陛下のために物事をやさしくしてくださること
でしょう。さあ、女たちと床を共になさいませ、私どもは神の恩寵によって事が成就する
ことを期待しております、アッラーは、私どもの喜びとなり、悩みを吹き飛ばし、敵ども
をひれ伏させてくれる３）男の子をお授けくださることでしょう」。
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４） 「ペルシアの諸
キスラー
王たち」　もともとキスラーは、ペルシアのサーサーン朝の英主ホスロー・アヌー
シルワーンに与えられた尊称であったが、その後、ペルシア王をさす一般名称となった。
５） 「（王子が生まれたときの）惑星と九〇度や六〇度の位置にあったものは何か」　占星術において個
人の運星は、それと九〇度の位置にあるものとは異性関係にあって、不調和・妨害・凶を表わし、
六〇度の位置にあるものとは同性関係にあって、友好・吉を表わすとされる（阿久津正幸氏の御
教示による）。
６） 「作者の語るところによると」　文字通りには「作者は語った」（349/19；135b/6）。このように作
者が顔を出すことはアラビアやペルシアの文にはふつうに見られるものである。「語り手によれば」
と表現されることもあるが、この「語り手」が「作者」と同一なのかは問題であろう。原文では
単に「彼は語った」という表現がもっとも多く見られるのだが、その場合、多くは訳出しなかった。
　王は大臣たちに助言されたとおりにした。王にはペルシアの諸
キスラー
王たち４）の娘のひとり
である妃がいた。知性と教養をそなえ、高貴で気品があり、家柄も申し分なく、愛らしく
美しく、華麗で完璧であった。彼女はすぐさま立ち上がり、体を洗い、ひざまずいて二度
の祈りを捧げ、偉大で高貴な神に思いを凝らし、どうか男の子をお授けください、と懇願
した。父（となる王）も同じようにした。（王が）妃と寝ると、彼女はすぐに身ごもったが、
しばらく時が経って初めて妊娠したことを感じた。妃は喜び、王に知らせた。王はそれは
それは大喜びをし、すぐさま施し物を与え、寡婦や孤児や貧しい者や憐れな者、手足を切
り落とされた者たちに衣服を与えた。それを王は妃の日々（妊娠期間）が満ちるまで続け
た。やがて陣痛が妃を襲い、まるで十四日目の満月のような男の子を産み落とした。王国
の民は歓びに湧き、スルターンは彼らに贈り物をし、大人や子供や捕虜や貧しい者たちに
プレゼントを与えた。
　それから王は学者や占星術師や賢者や時
ム ワ ッ キ ト
を算定する学者たちを招集して言った、「わし
の息子の星を調べよ、どんなことが起こるのか、その生涯においてどんなことと出遭うの
かをな」。
　彼らは言った、「かしこまりました」。
　それから（星の）高さを観測し、過去のことや、昼の残り、ホロスコープ、受胎（の時）、
（王子が生まれたときの）惑星と九〇度や六〇度の位置にあったものは何か５）を考慮した
うえで、こう言った、「王さま、私たちは御子息の幸運の星と賞賛に値する統治と理にかなっ
た振舞いを見ました。しかし、幸福に向かうその途中には中断がありますが、御子息を害
するものはやがて消えてなくなることでしょう」。
　その言葉を聞き、彼らの語る答を聞いた王はひどく心配になり、それはますます大きく
なっていった。すると、最年長でもっとも学識の深い男が、彼にこう言った、「ああ、王さま、
心配なされますな、元気をお出しになり、至高なるアッラーを称えなさいませ、きっと御
子息の将来を幸福に＜転じてくださることでしょう＞」。
　作者の語るところによると６）、王の心配は消え、気がかりな心痛もその心から除かれた。
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７） ここに見られる選出方法は、ほかでは『アラビアン･ナイト』ブレスラウ版所収の物語（SVH）や、
ヘブライ語版『センデバル』に見られる。数を絞っていく先例は『仏本行集経』巻25にある。
８） シンドバードを「船乗り」とする版はほかにはない。
９） 「呼び寄せて」　動詞の語尾の部分のみ写本では赤インクで記されている。
王は彼らに贈り物をし、報酬を与えた。
　彼は赤ん坊を保育の責任者や乳母たちに託した。かくして男の子は成長し、大きくなり、
歩き始め、やがて七歳になった。すると王はすべての国々に親書を送って、博識な三〇〇
人の学者たちを召集した。それから彼らのために集会所を開放し、そこに彼らを集め、食
卓を配置して、おいしいものをすべて取り揃えた豪華な食事を用意し、彼らが満足して、
召使いたちが彼らの前から食卓を片付けると、全員がその序列に従ってすわった。
　すると、王が言った、「何のためにそなたたちを招集したのか、分かるかな？」
　彼らが答えた、「いいえ、王さま」。
　そこで彼は言った、「わしのためにそなたたちの中から五〇人の男を、その五〇人の中
から二〇人を、さらにその二〇人の中から一〇人を、最後にその一〇人の中から、わが息
子に学問を教える一人を選び出してほしいのじゃ７）。息子が学問を身につけたとわしが判
断したなら、そのときにはその者と豪奢な暮らしを分かち合い、その者にわが王国を委ね
るとしよう」。
　すると彼らが言った、「ああ、王さま、私どもの中には、船乗りであり賢者でもあるシ
ンドバード８）より聡明な者は誰ひとりとしておりません。彼は陛下のお国のお膝元にお
りますので、お望みならその者を陛下のもとに連れて来る者を派遣し、お決めになられま
したことをその者に伝えるのがよろしゅうございます」。
　王は、出頭するよう伝えさせた。彼が御前にやって来ると、王は自分のそばに呼び寄せ、
すわるよう勧めて挨拶をした。それからこう言った、「なぜそなたを呼び寄せたのか、分
かるかな？」
　「いいえ」と、彼は答えた。
　王が言った、「つまりな、わしはこの者たちを呼び寄せて９）、わが息子のためにその中
から一人の者を選び出すよう頼んだのじゃ、至高なるアッラーがその者に授けた学問を息
子に教えてもらおうと思ってな。ところがこの者たちはそなたを選んだ、皆の意見が一致
してそなたを支持したのじゃ。そこでわしもそう決めたというわけじゃ、わしの息子の教
育に励むが良い。アッラーがそなたと彼に繁栄を与えてくださるであろう」。
　すると、シンドバードが言った、「ああ、王さま、息子というものは、まことに父親の
心の果実であり、その心の命そのものであります」。
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10） 「人々と国を」　底本（351/10）には「人々」しかないが、写本（136b/10）により「国」を補った。
　それから王は息子を連れて来させ、賢人シンドバードに引き渡し、三年間で教育するよ
う申し渡した。
　賢人は彼を連れて帰り、教えに教え続け、努力をし続けたが、ついに何ひとつとして教
えることができなかった。
　（約束の）期間が過ぎると（王は）息子を呼び戻させ、試してみるよう要求して、彼が
ほんのわずかなことしか身に付けていないことに気がついた。そのことに悲しい思いをし
た王は、国々に使いを出して賢人や学者たちを（再び）召集し、息子と賢人（シンドバー
ド）とのことや、いかなる努力が息子に対して払われたのかを彼らに話した。彼らは言った、
「ああ、王さま、彼を呼んで、なぜ御子息の教育をしなかったのか、問い質してください」。
　（王は）彼を連れて来るよう命じた。彼が御前にやって来ると、学者たちが言った、「傑
出した賢人よ、なぜその期間で王子を教育することができなかったのか？」
　するとシンドバードが言った、「ああ、賢者の皆さま、王子は何かを学ぶには幼すぎた
のです、（学ぼうという）気持ちがまったくありませんでした、心ここにあらずだったの
です。それに、彼の知性を損ねてしまうのではないかと心配だったのです、何しろ繊細そ
のものだからです。しかし、もしいちばん簡単な方法で御子息を教育することを王が望む
のであれば、それを実現するために、私の心を落ち着かせる条件を王に認めていただきた
いのです。それを受け入れてくださるのなら、七ヶ月で、私以外の者ならば七年かかって
教えるのと同じだけの学問を御子息にお教えしましょう」。
　すると、王が言った、「その条件、承知した。何でも望みのままに言うがよい」。
　そこで賢人は言った、「お願いしたいことが三つございます」。
　（王が）言った、「それは何だ？」
　（シンドバードが）言った、「第一に、自分のために望むことを、人々のために望むこと。
第二に、何事も性急には行なわないこと。そして第三に、もしできるならば、罪を犯す者
を赦し、その心からの悔い改めを受け容れることでございます」。
　王が言った、「（その条件、）受け入れよう、承知した。今この場にいる者たちよ、賢人
ならびに学者たちよ、その証人となるがよい！」
　さて、王が（再び）シンドバードに若者を託すと、シンドバードは若者を受け取り、と
もに自分の家へと向かった。そしてこう言った、「わが息子よ、精魂込めて勉学に励みな
さい、あなたの将来が人々と国を10）支配することになるのです。この場所から外に出る
ことはできません、力を尽くして学問を学んでください」。
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　若者は勉学に取り組み、専念して、学問を修得し、暗記してしまった。賢人の約束した
期日にはあと二日が残されていたが、王は使いの者を寄越した。そして、御前にやって来
た賢人にこう言った、「そなたがわしの息子にしたことは何かな？」
　賢人が言った、「陛下を喜ばせ、陛下のお心をうきうきとさせるすべてのことです。明
日の早朝にお会いになれましょう」。それを聞いた王は、それはそれは大喜びをした。
　シンドバードは家に帰ると若者を呼んで、こう言った、「あなたを明日の早朝にお父上
のもとにお返ししようと思っている、あなたが生まれた日の星を調べてみよう」。
　すると（若者が）言った、「そうしてください、至高なるアッラーのおかげで、うまく
いきますよう」。
　シンドバードは天
ア ス ト ゥ ル ラ ー ブ
体観測儀を持ち出し、星の高さを調べ、観測をした。そのときはっき
りと分かったことは、七日間が過ぎ去る前にこの若者、つまり王子が口をきけば、（王子は）
破滅し、命を落とし、その寿命が尽きてしまうということ、しかし、（その期間が）過ぎ
去るまで沈黙していれば、生涯にわたって幸福が訪れるということであった。賢人は悲し
み、激しい悲嘆に暮れた。若者も、王子たる者がそのような期限を守ることなど嫌であっ
たが、期日を守らなければ王はきっと自分に腹を立てるであろう（と思った）。すると賢
人が言った、「わが息子よ、明日の早朝に父上のもとにお帰りなさい。しかし、ひと言も
口をきいてはいけない、たとえ沈黙したせいで死に直面したとしてもな。心配することは
ない。神の御加護を祈っているぞ。これは、あなたに対する命令だ。では、ごきげんよう、
私は、その期間が過ぎ去って､ 危険がなくなるまで、姿を隠すことにする」。すると、若
者が言った、「誓って、もしあなたが私に、永久に口をきくなと命じたとしても、私はす
べてその通りにします」。そのあと賢人は、誰にも知られることのない所に姿を隠した。
　さて、王はといえば、彼にふさわしい豪華な食事を用意し、公私にわたって（人々に）
呼びかけ、賢人を招いた。ところが、王子は見つかったが、賢人は見つからなかった。王
子は連れて来られ、（宮廷に）入ったが、挨拶することもなく、ひと言も口をきかなかった。
王が話しかけても、返事すらしない。王も、その場に居合わせた者たちも皆、重苦しい気
持ちになった。王は理性を失い、そばにいる者に言った、「そちはこれをどう思う？」
　すると、その中のひとりが別の者に言った、「シンドバードが、理解力（を増すため）
の丸薬を飲ませて、口がきけないようにしてしまったのだ」。
　ところで王には、どの妃にも増してひいきし、激しく愛している妃がいた。その妃が、
必要があって王のもとにやって来た。不機嫌な王を見た彼女が尋ねると、王は息子のこと
を話した。すると彼女が言った、「もし王さまが彼をわたしにお預けくださるなら、彼は
わたしに心を寄せていて親しみを抱いておりますから、やさしくしてやれば、（何か）わ
たしに話してくれると思います」。すると王が言った、「連れて行くがよい！」
　かくして彼女は王子を連れて自分の宮殿に行き、話しかけてみたが、返事をしない。そ
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王冠を戴く王と王妃と賢人シンドバードと七人の大臣の物語およびそれぞれの語る物語（１）
11） 魔神や悪魔は力の弱いものから順に、ジャーン、ジン、シャイターン、イフリート、マーリドの
五種に分かれるという。シャイターンはいわゆるサタンに当たる。本書にはジャーン、ジンの一
種のグーラ、イフリートのほか、悪魔の頭目としてイブリースが出てくる。
こで彼女は前に進み出て、じっとその顔を見つめた。そうやって見つめているうちに彼女
は何度も何度もため息をつき始めた。しかも、悪
シャイターン
魔 11）が彼女の目に王子をいっそう美し
く見せたので、彼女の心は王子に傾き、彼をその胸に抱いてキスをし、こう言った、「ご
主人さま、あなたのお父さまは、もう年を取った老人です。でもあなたは若い男、若さに
あふれた若者です、さあ、勇気を出して前に進みなさい、わたしも若いのです、わたしは
あなたのものであり、あなたはわたしのものなのです」。
　その瞬間、王子は怒り出し、師の命令を忘れて、言った、「この売女め、七日が過ぎ去っ
たら、口を開いて思い知らせてやるからな」。そう言ってしまってから、命令を思い出して、
再び沈黙した。
　その言葉を聞いた娘は、王子が決して自分の思い通りにはならず、自ら災難を招いてし
まったことを知り、死を恐れてこう言った、「彼が言った七日が過ぎ去る前に何とかして
その命を奪ってしまわないと、彼はわたしを殺そうとするだろう」。
　彼女が自分の気持ちを抑えていると、王がやって来て、息子のことを尋ねた。すると彼
女は涙を流し、ため息をついて、言った、「ああ、ご主人さま、あなたの息子さんは、人々
をあなたにけしかけようとしています、わたしには口をきいたのです、そのことをあなた
に話せばあなたのお心が心配ですし、あなたのためを思って隠したりしたら、わたしは不
貞を犯すことになってしまいます」。それを聞いた王は、息子に疑いを抱いて、言った、「教
えてくれ、そうしたらお前の望むものを何でもやろう」。彼女は激しく泣きながら言った、
「あなたの息子さんは、わたしに話しかけてきたので、やさしくしてやると、『秘密が守れ
るか？』とわたしに言ったのです。わたしは、『はい！』と答えました。するとこう言っ
たのです、『親父を殺すのを手伝え。もうかなりの老人で、老いぼれてしまっていて、王
としての務めも果たせない、お前の身をおれに任せるんだ、親父に代わっておれが王になっ
たら、お前をおれの妃に迎え入れてやろう。お前はおれのものであり、おれはお前のもの
なのだ』。そう言うとすぐに立ち上がって、わたしを誘惑しようとし、わたしを求めたの
です。わたしの侍女たちにまで手を伸ばしました。わたしが抵抗し拒んでも、やめようと
せず、ついにはわたしの胸の上に乗りかかってきたのです、わたしが逃げると、こう言い
ました、『誓って、お前の首を斬り落とし、それをお前の部屋の中に置いてやるぞ！』と。
それから黙り、そのあとは何も言いませんでした。ああ、王さま、もしわたしが王さまの
お命を奪うことに同意さえしなかったなら、彼もこんなことはしなかったと思います。わ
たしはずっとあなたに誠実を捧げてきました。ですから、あなたのために、あなたの愛す
る者を裏切るのです。これがすべてです」。
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12） 「語り手によれば」　文字通りには「語り手は語った」であり、「語った」が写本（138a/2）では赤
インクで書かれている。
13） 「後ろめたさを感じないで済む」　原文の直訳は「白い顔をしていられる」。この表現は中近東から
インド、中国（特に仏典において）にかけてよく見られるものである。逆の表現は「黒い顔をする」。
14） 「大臣は物語った」　物語を導入するこれと同様の言葉（「○○は言った」「○○は語り始めた」「こ
ういう話です」「○○は語った」など）は、底本では、物語冒頭に置かれているが、すべてここと
同様の位置に移した。
　語り手によれば12）、その言葉を聞いた王は激怒した。なぜなら、王は嫉妬深かったから
だ。ちょうどそのとき息子が出てきたので、（王は）息子を連れて来させ、大臣の誰とも
相談せずに、その処刑を命じた。
　王がそのように処断したことを知った大臣たちは、集まると、その中のひとりが他の者
たちに言った、「お分かりと思うが、王は思いのままに振舞っておられる、いつも何かと
話をするわしらのことなど何とも思っておられないのだ、わしらには黙っておられた、お
心の中に起こっていたことをわしらにはお話しくださらなかったのだ。だが、すぐにも怒
りが鎮まり、後悔しても役に立たぬところで後悔することになるだろう。わしらを捜し出
し、非難して、『わしにはあの息子以外にはおらず、わしの地位を継ぐ者が他にいないと
いうことを知りながら、息子の殺害を防いでくれるような良識をわきまえた者が、お前た
ちの中には誰ひとりとしていなかったのか。お前たちはわしの敵も同然だ。わしに言わせ
ればいないも同然のやつを王位に就けて、わしのあとで遊び暮らし、したい放題のことを
しようという魂胆なのだな！』と言うことだろう。そうなったら、わしらには言い逃れる
すべはない、王子の死という最悪の事態がわしらの死にもつながるのだ。だから、毎日わ
しらの中のひとりが王のもとを訪れて、王子のその日の処刑を防ぐ物語を語るのが何より
だ。若者の首が斬られてしまえば、彼は消えてなくなってしまうのだからな。怒りが鎮ま
れば、王は息子を赦すことだろう。そうなれば、わしらは王のもとで後ろめたさを感じな
いで済む13）。それが正しい方策というものだ」。
　そういうわけで、最年長の大臣が王を訪れ、御前に進み出て、こう言った、「ああ、王様、
決意するやいなやすぐに実行に移すなどという早まったことはなさってはなりません。陛
下より前の王たちは、何が起ころうとも性急に事を運ぶようなことはなさいませんでした。
助言を待たずに何かを行なう者は、後悔してもどうしようもないところで後悔することに
なるものなのです」。
　大臣は物語った14）。
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王冠を戴く王と王妃と賢人シンドバードと七人の大臣の物語およびそれぞれの語る物語（１）
15） 「一日目」からここまで、写本では赤インクで書かれている。＜１＞の＜＞は底本にはないが、１
そのものが写本には書かれていないので＜＞に入れた。以下、物語の番号については同じである。
16） 「つらく当たるようなこともせぬまま」　底本（355/3）では ‘annafa-hā だが、写本（138b/13）に
より lā ‘annafa-hā と読む。
一日目
＜１＞第一の大臣の物語から15）　（第一の大臣の第一の物語　獅子　leo）
　聞き及びますところによれば、ああ、幸せな王様、女好きであったある王が門番の妻の
ことを教えられてそのとりこになり、激しく愛してしまったということです。王はその夫
を、仕事と称してある地方に派遣し、厄介払いをしてしまいました。それから、人をやっ
て思いのたけを伝えさせたところ、女はこう言ったのです、「何ということでしょう、女
奴隷など、あらゆる種類の女たちがお側にいるにもかかわらず、わたしを愛してくださる
のですから、王さまのお側にお仕えするのがわたしの運命なのでございましょう」。それ
以上のことは何も言いませんでした。
　その返事がひどく気に入ったものですから、王は変装して女を訪れ、誘惑しようとした
のです。すると女がこう言いました、「お待ちください、王さま！」それから、夫が読ん
でいた、不貞を禁じる説教の書かれた本を持ってきて、こう言ったのです、「王さま、用
事を済ませて戻って参りますまで、この本をご覧になっていてください」。
　王はそれを手に取って読みました。そこには不貞を禁じる説教と、隣人の妻を愛人とし
て不貞を働く者の罪が書かれていたのです。王は恥じ入り、自分のしたことを後悔し、至
高なるアッラーを畏れて、手から本を置き、自分のせいで起こったことを後悔しながら出
て行き、その女の振舞いを高く評価しました。
　ところで、彼の指には偉大な名を刻印した指輪がはめられていたのですが、目的を果た
したらまたはめるつもりでそれをはずし、枕の下に置いたのです。外に出たときにその印
章指輪のことを思い出したのですが、恥ずかしさから、それを捜し求めることはしません
でした。
　ところで、例の門番はといえば、王に命じられた仕事を幸いにもやり遂げて、王が出て
行ったすぐあとに帰ってきました。王の印章指輪を見て、それが何であるのかを理解した
彼は、王が妻の愛人なのだと思い込んでしまいました。ですが、そのことは口にせぬまま、
その夜は妻に触れませんでした。そして朝になると、理由も説明せず、つらく当たるよう
なこともせぬまま16）、妻をせきたてて父親の家に帰してしまったのです。
　王はといえば、ずっと（玉座に）すわって、人々の不正を調べたり、その義務を免除し
てやったりしていたのですが、そこへ門番の妻の父親がやって来て、娘婿のことを王に訴
26
17） 「ある男が」は写本では赤インクで記されている。
えたのです。父親はこう言いました、「アッラーが王様に平安をお与えくださいますよう！
私はこの男に畑を委ね､ それを耕し、よく手入れをするようにと託したのです。ところが
彼はそれをかえりみず、捨ててしまったのです」。
　そこで、王が言いました、「この男の訴えに対して、そのほうは何と申し開きをするのか」。
　すると、夫がこう言いました、「彼は本当のことを申しました、王様、私に畑を預けた
のです。しばらくはそれを耕し、豊かな実りをあげておりました。手入れも行き届き、美
しかったのですが、ある日のこと、そこに足を踏み入れた私は、ライオンの足跡を見つけ
たのです。それでわが身が心配になり、畑を捨てて立ち去ったのです」。
　二人の言い分を知った王は、涙を流してこう言いました、「ライオンがその土地に入っ
たという、そのほうの言ったことは正しい。だがしかし、そこでは何も起こらなかった。
そこにはライオンのひどい振舞いのすべてを見張っている者がいて、その者には、しもべ
たちの主とのつながりがあったのだ。ライオンはそこへ戻ろうとは思っておらぬ、だから、
安心してそのほうの畑に戻るがよい。そのほうの畑は実にすばらしい畑だからな」。こう
して男はもとのように妻のもとへと戻ったのです。
　「そもそも善と悪とは、女という被造物すべてを作り上げているものなのです。ですか
ら陛下は、お妃の言葉だけで御子息を処刑するなどということをなさってはいけません。
お妃が信頼できるのか、それとも嘘をついているのか、陛下には分からないのですから。
それに、御子息を切望してどれほどの努力をなさったかも、御承知のはずです。女たちの
策略というものには際限がございません」。
（２　第一の大臣の第二の物語　告げ口鳥　avis）
　伝え聞くところによりますと、ある男が17）おり、狂おしいほどに愛する美しい妻がお
りました。妻を残して旅に出ることなど、心配でたまらず、どうしてもできませんでした。
ところがやがて、どうしても旅に出なければならぬはめになってしまいました。そこで男
は、目にしたことなら何でも話すというオウムを買い、その鳥に妻を見張らせ、自分が出
かけたあとに妻がすることを見ていてもらって、帰ってきたら報告させることにしたので
す。そうしておいてから、男は旅立っていきました。
　さて、夫がいなくなると奥さんは愛する男友だちを呼びにやりました。オウムは、家に
入ってきた男の姿を見、二人がしたことを見聞きしました。
　やがて旅から戻ってきた夫は、家に入るとオウムを持ってきて、こう言いました、「お
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王冠を戴く王と王妃と賢人シンドバードと七人の大臣の物語およびそれぞれの語る物語（１）
18） 「殴りつけたのです」　底本（356/3）、写本（139a/13）ともṭarada「追い出す」だが、妻は追い出
されてはいないので、たぶんḍaraba「殴る」という意味であろうという脚注に従う。
19） 「二日目に」は写本では赤インクで記されている。
20） 「言った」の語尾のみ写本では赤インクで記されている。
前がその目で見たことを話してくれ！」鳥は見たことすべてを話して聞かせました。それ
を聞いて夫は激しく怒り、妻を殴りつけたのです18）。夫に告げ口をしたのは召使いだと思っ
た奥さんは、彼女にそのことを問い質しました。すると召使いは、そのことについては何
もご主人さまには申し上げておりません、と誓ったのです。奥さんは言いました、「お前
の言う通りだとしたら、告げ口したのはあのオウム以外にはないわね」。
　さて、日々のうちのある日のこと、夫が再び旅に出ました。奥さんは召使いに、鳥籠の
隙間をむしろで覆うよう命じました。彼女は言われた通りにしました。そして夜になると、
召使いにむしろの上から水をかけさせ、平屋根の上で碾き臼をひいたのです。ゴロゴロと
いう碾き臼の音を聞いたオウムは、それを雷だと思い込みました。そして、水が鳥籠の上
に滴り始め、鳥籠を濡らしました。さらに奥さんは、オウムの顔に向けてランプを振り始
めたので、オウムはそれを稲光だと思ったのです。
　旅から帰ってきた夫が家に入ると、オウムがこんなふうに言葉をかけました、「ご主人
さま、夕べは一晩中、あの雨と雷と稲光が一時たりとも止むことはありませんでしたが、
お元気でしたか？」男はその言葉を変に思い、妻の言ったことが正しいのではないかと疑
いを抱きました。つまり、オウムの話は嘘なのではないかと思ったのです。そういうわけ
で彼はオウムを家から放り出し、妻と仲直りをして、疑いをかけたことをどうか許してほ
しいと懇願し、装身具や美しい服などをプレゼントしたのです。
　「王様、女たちの策略はただ今お話ししましたことに勝るものだと御承知ください」。
　＜すると王は、その日の息子の処刑を禁じた。＞
　さて、
二日目
に19）なると、王妃が王を訪れて、こう言った、「ご子息の処刑を怠るようなことがあって
はなりません。さもないと、あの洗い張り屋が後悔したのと同じように後悔することにな
りますよ」。
　すると王が言った、「それはどういうこと＜だったの＞だ？」
　彼女は言った20）。
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21） 「洗い張り屋」とは洗い張りや漂白をする洗濯屋である。
22） 「お前たちの財産、･･････よく気をつけよ」　『コーラン』六四「騙し合い」の一四と一五を合わせ
たもの。一四には「お前たちの妻や子供の中にすら敵はあるもの。だから彼らにはよく気をつけよ」。
一五には「お前たちの財産、お前たちの子供、これはただ試
こころみ
練に過ぎぬ」とある（井筒俊彦訳）。
（３　妃の第一の物語　洗濯屋　lavator）
　こういうお話ですわ、ある洗い張り屋21）がいて、大きな河のほとりで洗い張りの仕事
をしていたのです。その人には溺愛する息子がいて、（河で）遊んでばかりいたのですが、
遊びをやめさせることはしませんでした。ある日のこと、男の子が河に下りて水の中で遊
んでいると、そこへ老人が通りかかって、こう言ったのです、「溺れたりしないよう息子
さんに気をつけなされ、夢中になっているようじゃからのう！」ところが男は耳を貸さず、
その言葉を受け入れようとはしませんでした。男の子が（河の中に）入っていくと、流れ
が強くなり、彼をさらっていきました。（男の子は、）「助けて！」と父親に向かって叫び
ました。彼は息子を救うために（河に）入り、あとを追ったのですが、男の子に抱きつか
れてしまって、二人いっしょに溺れてしまったのです。
　
　「至高なるアッラーがこう言っていますわ、『お前たちの財産、お前たちの子供はお前た
ちの敵、だから彼らにはよく気をつけよ22）』と。」
　それを聞いた王は、息子を処刑するよう命じた。
　すると、その二日目に第二の大臣がやって来て、こう言った、「ああ、王様、御子息の
処刑を急がせてはなりません。さもないと、ある男が後悔したのと同じように後悔するこ
とになりますぞ」。
　（王が）言った、「その男の話とは、どういうことなのだ？」
　「ああ、王様」と彼は語り始めた。
（４　第二の大臣の第一の物語　パン　panes）
　大金持ちの商人がいて、その風貌も、召使いたちも雇い人たちも、それはそれは立派な
ものでした。旅に出た商人は、「わしらのために何かいい付け合わせと飲み物といちばん
おいしいパンを買ってきてくれ！」と言って、若い召使いを市
ス ー ク
場に行かせました。市場に
行った若者は、白くて平べったい二つのパンを売っている召使い女を見つけ、パンを二つ
とも買って主人のもとへ持ち帰りました。それを見た商人は、きれいな仕上がりがまず気
に入り、二つとも食べてみてとてもおいしかったので、若者にこう言いました、「わしら
のために、毎日このパンを買ってきてくれ」。商人は､ 若者が買ってくるそのパン以外は
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食べないようになりました。
　しばらくすると若者は、娘がいないことに気づきました。何日か経つまで見つけること
ができなかったのです。やっとのことで娘を見つけた若者は、彼女を連れて主人のところ
へ行き、こう言いました、「これが、私がいつもパンを買っていた娘です」。すると、主人
が彼女に言いました、「お嬢さん、どうしてわしらのためにパンを持って来てはくれなかっ
たんだね？」すると娘が言いました、「旦那さま、主人が治ってしまったので、もうパン
はやめたんです」。主人が言いました、「お前さんの御主人がどうかなさったのかね？」娘
が言いました、「背中におできができてしまって、お医者さんが、小麦粉を溶かしたバター
で練って、それからそれを背中に張って、膿や汁や血を吸い取らせなさいって、言いなすっ
たんです。それをはがしたら別のを張って、（そのはがしたやつで）パンを焼いて売った
んです。そうしたら、旦那さんの召使いが、それを毎日わたしから買ってくれたんですが、
でも今はもう、主人が治ってしまったんです」。その言葉を聞いた商人はこう言いました、
「帰ってくれ、アッラーがお前の主人の健康を台無しにしてくださらんことを」。
　「彼は禍と破滅と誠に不愉快な事態を招いてしまい、もはや後悔しても無駄だったので
す。さらに、女たちの策略についての物語を聞き及んでおります。こういう話です」。
（５　第二の大臣の第二の物語　剣　gladius）
　ある商人に美しい妻がいたのですが、その振舞いだけは別でした。恥知らずにも、スル
ターンのお側に仕えて戦斧を捧持する若者を愛していたのです。その若者が、ある日のこ
と、彼女を呼び寄せるために使いの者を行かせました。
　やって来た使いの者を彼女は気に入ってしまい、家の中に引き入れてしまいました。使
いの者からの知らせがなかなか来ないので、戦斧を捧持する若者は、彼のあとを追って来
たのです。使いの者が自分のそばにいるのを見られて、若者を裏切ってしまったことを知
られるのを恐れた女は、そばの物置に使いの者を押し込んで隠しました。彼の主人が中に
入ってきて召使いのことを尋ねると、知らないわ、と言ってさらに言葉を続けました、「見
なかったわよ」。そう言って女は彼の主人を抱きしめ、彼のほうは自分の目的を達したの
です。
　そのとき突然、女の夫が帰って来ました。愛人はスルターンの寵愛を失うはめになるの
ではないかと恐れました。すると、女がこう言ったのです、「大丈夫、心配しないで。わ
たしを脅すように剣を抜いてドアのところに立ってちょうだい、そして、わたしを殺すぞっ
て脅迫してちょうだい。夫が入ってきても、ためらったりせず頑張ってやるべきことをやっ
てね、恐がっちゃだめよ。ひと言もしゃべっちゃ駄目。もし話しかけられても返事をしな
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23） 「イブリース」は悪魔の頭目の名で、ギリシア語のディアボロスに相当する。
いこと。あなたの方を見たら、剣を振り上げて向かっていってちょうだい」。愛人は言わ
れたとおりにしました。
　やがて夫が入ってきて、こう言いました、「あの男はいったい何だったんだ？」女が言
いました、「入ってちょうだい、教えてあげるから」。それから、若者が入っている物置を
開けて、こう言葉をかけました、「さあ、出てきなさい、あなたの主人は行ってしまった
わ！」。すると、まるで危ういところを助かったかのように、若者が出てきたのです。
　夫が彼女に言いました、「誰なんだ、この若者は？」女が言いました、「あなたが見たの
がこの子の主人で、腹を立てていて、殺されるのを恐れてわたしたちに助けを求めてきた
この子を殺そうとして入って来たのよ。あなたが見たように、この子の主人がまさに迫っ
てきていたの。でも、彼の主人が出て行ったので、この子を出してやったってわけ。お礼
ももらったわ、危ないところを助けてやったのだもの」。その言葉を聞いた夫は、こう言
いました、「よくやった、えらいぞ、機転の利く妻よ、お前は何て勇敢なんだ、本当にい
いことをした」。
　「そういうわけですから、王様、ただ今の女のずる賢さと裏切りをよく考えてみてく
ださい。彼女のしたことは悪
イブリース
魔 23）でさえ何ひとつとしてできないようなことなのですぞ。
彼女がしたようなことを、いったい誰ができるというのでしょう。御子息を処刑なさって
はなりません、後悔することになりますぞ！」
　＜そこで王は息子のその日の処刑を禁じた。＞
　ところが
三日目
　になると、王妃がやって来て、こう言った、「ああ、王さま、あなたの大臣たちは悪い
大臣たちです、まるであなたの死を望んでいるようではありませんか。わたしはあなたの
ことが心配なのです。彼らのすることを放っておいたりしたら、ある大臣が破滅したのと
同じように、あなたも命を落とすことになるのですよ」。
　すると王が言った、「それはどんな話なのだ？」
　彼女は語った。
（６　妃の第二の物語　鬼女　striga）
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24） ジンの中でもっとも劣等なものをグールといい、その女性形がグーラ（食人鬼）である。
25） 「言っている」　動詞の語尾一文字が写本では赤インクで書かれている。
26） 「言いました」の語尾が写本では赤インクで書かれている。
　王の中の王がいて、彼に狩りの好きな息子がいたのです。その息子が、ある日､ 大臣と
いっしょに狩りに出かける許しを求めました。（王が）許したので、二人はいっしょにで
かけました。すると、大臣が獲物を示して、王子にこう言いました、「気をつけて、獲物が！」
王子が近づいて行くと、獲物は目の前で逃げてしまいました。王子は追いかけました。深
追いをして草原を進んでいくうちに、太陽よりも美しい娘の姿が王子の目に飛び込んでき
たのです。娘はすわって泣いていました。王子は彼女に声をかけました、「娘さん、どう
して泣いているのですか？」すると彼女が言いました、「神かけて、わたしは某王の娘な
のです、一族の者たちがわたしを結婚させようとし、花嫁としてわたしを送り出したので
す。わたしはラクダに乗っていました。すわったまま眠り込んで（落ちてしまったのです
が）、誰ひとりわたしに気づかず、わたしをこの場所に置き去りにしたまま行ってしまっ
たのです。もう死にそうです」。
　王子は同情し、馬の背の自分のうしろに娘を乗せてやりました。そして、いっしょに進
んでいたとき、ある廃墟のそばを通りました。すると、娘がこう言いました、「この廃墟
に入って､ 用を足したいのですが」。馬から下ろしてやると、娘は廃墟の中に入っていき
ました。若者は立ったまま待っていましたが、なかなか戻ってこないので、壁越しに娘を
見ました。すると、何ということでしょう、彼女は鬼
グ ー ラ
女24）だったのです、しかも、自分
の子供たちにこう言っている25）ではありませんか、「お前たちの食べるものを連れてきて
やったよ」。子供たちが言いました、「二つ目の廃墟に行っていてよ、すぐあとから行くから」。
　それを聞いた王子はどうしたらいいか分からなくなってしまい、恐ろしくて、体中がが
たがたと震え出したのです。そこへ、最初に会ったときの美しい姿をして鬼女が戻ってき
ました。そして、こう言ったのです、「まあ、どうしてそんなにふるえているの？」王子
は言いました、「驚愕のあまりに、この体が恐怖に襲われたんだ」。すると、女が言いまし
た、「あの廃墟へいっしょに行ってちょうだい、そうすればそんなもの、消えてしまうわよ」。
王子が言いました、「私はその場所へは行かない、恐いんだ」。女が言いました26）、「神さまに、
助けてってお願いしなさいよ、恐れている禍からあなたを守ってくださるわよ」。王子が
言いました、「そうだ、お前の言う通りだ！」そして彼は、天を見上げてこう言ったのです、
「ああ、アッラーよ、ムハンマドの真実にかけて、アッラーが彼に祝福と平安をお与えく
ださいますよう、この鬼女の悪意から私をお守りください、あなたの御加護にかけて、彼
女から私をお守りください！」
　その呼びかけが終わるや、アッラーは彼のもとに天使を送りました。天子が槍で鬼女の
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胸を刺し貫くと、槍は女の背中から突き抜けました。鬼女は地面に倒れ臥して、死にまし
た。アッラーが王子を女から救ってくださったのです。あやうく命を落とすところでした
が、こうして王子は家族のものへ戻ったのです。
　「今お話ししたことはみんな、大臣たちの手はずによって起こったことで、彼らは自分
たちのことしか考えていないのですわ」。
　そこで王は、息子を処刑するよう命じた。
　すると、第三の大臣が王のもとを訪れて、こう言った、「ああ、王様、御子息のことを、
お子のことをお考えになってください、簡単なことであっても、それを複雑にしたりした
ら、重大な結果を招くことになってしまうものですぞ。事の結果をお考えになってくださ
い。結果を考えぬ者には永久に友だちはできない、と優れた人々が言っているではありま
せんか。女たちの言うことに耳を傾けてはなりません。なぜなら、女たちは悪
シャイターン
魔と一体と
なってしまっているからです。その策略につきましては、地面に滴り落ちたひとしずくの
蜂蜜がもとで、村の住民たちが殺し合いになり、ついにはその大部分が死んでしまったと
いうことを聞き及んでおります」。
　すると王が言った、「その話とはどういうことだったのだ？」
　彼は語った。
（７　第三の大臣の第一の物語　蜂蜜　mel）
　伝えられるところでは、ああ、王様、山々を歩いて獣を狩っている男がおり、ある日の
こと、ある山にいたときに、蜂蜜でいっぱいの場所を見つけたのです。その蜂蜜を採って、
店のある（隣り）村へ行きました。蜂蜜の持ち主（である猟師）には犬がおり、その隣り（村）
の男には大きな男の子がいて、イタチを飼っておりました。そのとき、ひとしずくの蜂蜜
が滴り落ちて、隣り（村）の男が飼っているイタチが、その蜂蜜のしずくをなめようとし
て出てきました。すると、蜂蜜の持ち主の犬がイタチに跳びかかって、噛み殺してしまっ
たのです。隣り（村）の男は、持っていた棒を振り上げて、その犬を叩き殺してしまいま
した。すると、蜂蜜の持ち主が、持っていた杖を振り上げて隣り（村）の男に殴りかかり、
（頭を）叩いたので、血が流れたのです。すると、市場にいた人々が彼に向かって押し寄せ、
殴りつけて痛い目に遭わせました。蜂蜜の持ち主は男たちのいる（自分の）村へ戻り、彼
らを集めて連れて行き、その男たちが（隣り村の）男たちに襲いかかって、互いに殺し合
いになり、禍が極限に達して、ついに二つの村が滅んでしまったのです。
　「その殺し合いと破滅は、ひとしずくの蜂蜜が原因というささいなことで起こったこと
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27） 「その殺し合いと破滅は･･････起こったことだったのです」という一文は、底本では物語の結びと
されている。写本ではすべてが続けて書かれているので、ここではその内容から大臣の科白と解
釈して訳した。
28） 「物語」は写本では赤インクで記されている。
29） 「ディルハム」は銀貨である。
30） 「なかなかハンサムな男」　底本（361/15）・写本（141a/21）ともshikālu-hu「彼の足かせ」となっ
ているが、shaklu-hu「彼の外見」と読む。
31） 「被衣（イーザール）」　イザール、イズルともいい、イーザールと発音するのはエジプト方言との
こと。もともとは一般の衣服をさしたが、のちには婦人たちが外出のときにまとう大型の被衣を
さすようになった。頭からかぶり、地面に届くほどあって、全身を覆う（前嶋信次『アラビアン･
ナイト』第六・八・別巻による）。
だったのです27）。陛下の身に振りかかったのも、それと同じようなことだったのです。し
かし、ささいなことを重大なことのようにみなしてはなりません。真実も知らずに御子息
の処刑などをなされましたら、最後には御自分のなされたことを後悔することになるので
すぞ。女たちの策略につきましても、このように聞き及んでおります」。
＜８＞　物語28）　（第三の大臣の第二の物語　砂糖　zuchara）
　美しい女がいたということです。その夫が、妻に一ディルハム29）を渡して、こう言い
ました、「市場へ行って、この金で米を買ってきてくれ、仕事で疲れてしまったんだ」。
　奥さんはそれを受け取り、市場へ行き、米を売っている店の主人の前で立ち止まって、
こう言いました、「一ディルハム分のお米をください！」女を見てすっかり気に入ってし
まった主人がこう言いました、「お米は砂糖を入れないとおいしくはないんですよ。とこ
ろで、店の中にお入りになりませんか？　そうしたら、お米も砂糖もそのほかのものも、
差し上げましょう。一生懸命に頑張りますよ」。彼はなかなかハンサムな男30）でした。そ
の姿を見て悪
シャイターン
魔にささやかれた女は、そのそばへと入っていったのです。主人が言いました、
「その被
イーザール
衣31）の端っこを広げてください！」女が（言われた通りに）すると、主人は米と
砂糖をやり、女はそれを結んでから、彼といっしょに中に入っていきました。
　ところで主人には、彼よりも腹黒い召使いがいました。彼が目配せをすると、召使いは
包みをほどいて米と砂糖を取り出し、代わりに土と小石を入れたのです。男は彼女とした
いことをしました。
　（しばらくして中から）出てくると、女は、自分が結んだように結ばれていた被衣を手
にとって家に戻り、その被衣を頭から投げ下ろし、深鍋を取りにそばの戸棚へ行って鍋を
下ろしました。それから、包みをほどいたのですが、何と、中にあったのは土と小石だっ
たのです。そばにふるいがあったので、（それを持って）出てきました。すると、夫がこ
う言いました、「何なんだ、その土は？」奥さんが言いました、「一ディルハム持って外に
34
32） 「四日目」は写本では赤インクで記されている。
出たら、ラクダやラバにこづかれて、お金を土の中に落としちゃったのよ。だから、ふる
いにかけようと思って、それをかき集めてきたってわけなの」。すると、夫がふるいを受
け取り、土をふるいにかけ始めたのです。けれども、何も見つかりませんでした。そのあ
と奥さんが夫からふるいを受け取り、ディルハム貨をふるいの土の中に放り込んでから、
しばらくしてそれを取り出して、夫を満足させました。すると、夫はこう言ったのです、「あ
りがたい、アッラーがおれたちのものを返してくださった」。
　「これが、策略をひねり出す女たちのずる賢さの一例です」。
　＜すると王は、息子のその日の処刑を禁じた。＞
四日目32）
　王妃がやって来て、王を訪れ、こう言った、「王さま、アッラーがある王子をその父親
の大臣から助けてくださったのと同じように、あなたの本当に悪い大臣たちから至高なる
アッラーがわたしを助けてくださることを祈ってますわ」。
　すると王が言った、「それはどういう話だったのだ？」
　彼女は語った。
（９　妃の第三の物語　泉　fons）
　昔々、偉大な名声を誇る王さまがいたそうです。彼には、同時代の人たちの中でいちば
んすぐれていて、美しさにおいても同年代の人たちを超えている息子がいました。ある
日のこと、王さまが王国の人たちや大臣たちや一族の人たちとすわっていたとき、王子
がやって来て、御前の床にキスをして、すわりました。王は彼のほうを見やると、大臣た
ちにこう言いました、「わしが生きている間に、この息子を結婚させようと思っているの
じゃ、死ぬ前にそれを慶びたいのでな」。すると、すべての人たちが立ち上がって、こう
言いました、「確かに、陛下、仰せのとおりでございます。私たちは陛下の御前にあって、
何なりと陛下と御子息のお役に立ちたいと願っております」。それから、最年長の大臣が
進み出て、こう言いました、「御主人様、どこそこの王である陛下の御兄弟にお嬢さまが
おられます。姿はよく、穏和で人柄もすぐれ、美しく優秀で、資質に恵まれ、欠けるとこ
ろなき満月も恥じ入るほどでございます。すでに何人もの王たちが求婚していますが、王
は彼らに肘鉄を食らわせております、もう何年も前から（そうでございます）。人を遣わし、
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33） 「知りませんでした」　動詞の末尾一文字が写本では赤インクで記されている。
御子息にと、彼女に求婚なさってください。王は陛下の願いをお聞き入れになり、陛下の
お言葉をお聞き届けくださるものと、私は保証いたします。私がお二人の間の使者となり
ましょう」。王はその言葉を喜び、言葉では言い表せないほどの高価な贈り物を与えました。
　かくして大臣は夜となく昼となく、かのスルターンの国に近づくまで旅を続け、やがて、
大臣が到着したという知らせがスルターンのもとに届きました。彼はすべての兵士たちと
国の大臣たちに出迎えに行かせ、テーブルや食事や甘いものを（用意させました）。さらに、
大臣に仕え、歓待の限りを尽くして敬意を表すよう命じたのです。それは、彼らが大臣と
ともに王の御前に着くまで続きました。大臣は王のもとを訪れ、心をこめて挨拶をしまし
た。そして畏敬の念をこめて仕え、彼とその王国のために、長く栄えますようにと祈った
のです。王は大臣を歓迎し、用件を尋ねました。そこで大臣が用向きを話し、スルターン
の書簡を手渡すと、王はそれを受け取り、キスをし、頭上に押し頂いてから封印を開いて
読みました。そして、その意味を理解すると、こう言いました、「アッラーの御名において、
お望みどおりに娘を王子に差し上げましょう、ただし、条件がある」。大臣が言いました、「そ
の条件とは何でしょう？」スルターンが言いました、「そなたにわしの娘の結婚に関する
全権を与え、わしの代理とする。そなたが、王子の父の宮殿で婚姻契約書を書き、そなた
の同僚が出向いて、わしのもとにいる娘を訪問し、しばらくの間、娘とともにここにとど
まる。それから、そなたの同僚が娘を連れて、彼の王国に行く、というものだ」。大臣が
言いました、「承知いたしました、まことに喜ばしく、晴々とした思いでございます。そ
れがよろしゅうございましょう」。それから（王は）大臣に娘の結婚に関する全権を委ねて、
大臣が持ってきた物の何倍もの高価な贈り物を彼とともに送り出しました。大臣は別れを
告げると、夜となく昼となく旅を続けて王のもとに到着し、一部始終を報告しました。王
はそれを心の底から慶び、王子は大臣とともに準備に取りかかったのです。
　さて、（結婚に向けて旅立った）二人は夜となく昼となく急いで進んでいったのですが、
雨の降らない地方に偶然にも入り込んでしまい、激しい喉の渇きが王子を襲って、今にも
死にそうになってしまったのです。王子がぶつぶつと独り言を言っていると、そのとき突
然、ある場所の上空を輪を描いて飛んでいる鳥が目に飛び込んできました。そこまで行っ
てみると、河が流れているではありませんか。涙のように澄んでいました。けれども、そ
の河には、その水を飲んだ男を女にしてしまい、もしそれが女ならば男にしてしまうとい
う秘密があったのです。王子はその水を飲んでしまいました。そんなこととは知りません
でしたし33）、それを禁じる者もそばにいなかったからです。彼は処女の娘になってしまい
ました。大臣にとっては一大事です。王を恐れるあまりに、王子を置き去りにしてその父
親のもとへ戻ってしまい、涙ながらにこんなことを言ったのです、「ライオンが御子息を
36
34） ジャーンは魔神・悪魔の中でいちばん力の弱いもので、善と悪の両方がいるとされる。訳註11参照。
35） 「都へ」　底本（364/18）ではila l-madanīyati「文明へ」となっているが、写本（142b/10）により
ila l-madīnatiと読む。
引き裂いてしまいました」。王は激しく嘆き、しばらくの間は悲しみに暮れておりました。
王子のほうはどうしたかと言いますと、しばらくその場にとどまって、礼拝をしたり、至
高なるアッラーに呼びかけたりしていました。
　さて、日々のうちのある日のこと、ひとりの男がそばを通りかかり、どうしたのかと尋
ねました。王子は自分の身に起こったことを話して聞かせました。すると、男がこう言っ
たのです、「ふた月だけ、あんたの奥さんのそばにいたらおれのところに戻ってくると約
束してくれるなら、おれがあんたと入れ代わってあげよう」。もちろん王子はそれを約束し、
喜びました。すると男は彼の代わりに変身したのです。
　元の状態に戻った王子は（無事）姻戚関係を結び、妻と結ばれて、ふた月の間滞在した
のち、やがて、自分とその男との間で交わされた約束を思い出したのです。王子の身代わ
りになった男は、実は、あ
ジ ャ ー ン
まり力のない魔神34）のひとりでした。王子は妻に別れを告げ、
どうしたらいいのか分からぬまま、嘆き悲しみながら戻って行きました。（途中）友人の
ひとりと出会い、どうしたのかと尋ねられたので、自分の身に起こったことを語って聞か
せました。すると、友人はこう言ったのです、「そいつは遠い所にいるんだし、時間も経っ
ているんだから、そいつのことなんか放っておけばいいさ、君はどんなことでも許されて
いる身分じゃないか。それに、アッラーが君の代わりにうまくやってくれるよ、だってそ
の約束はそいつが自分から買って出たものなんだからな」。王子は言いました、「約束を破
るなんて、とんでもない。とにかく約束したんだ。完全にして至高なるアッラーが何かい
い方策を考え出してくださるだろう」。それから王子は先を急ぎ、やがて魔神のところに
たどり着きました。ところが、彼が妊娠していることが分かったのです。王子が言いまし
た、「おれがお前と別れたとき、お前はそんなんじゃなかった。おれは処女の娘だったん
だ」。男が言いました、「おれたちを裁いてくれる人のところへ行こう」。二人は都へ35）向
かい、人々を裁いてくれる裁判官に会い、その審問を受けました。裁判官は、魔神には王
子に対する権利もないし、正当性も合意もないと言って、その主張の無効を言い渡したの
です。
　王子は喜んで妻のもとに戻り、彼女たちを連れて父親のところに帰りました。父親は息
子が帰って来たことに大喜びをして、こう言いました、「ああ、息子よ、お前の身に何が
起こったのかを教えてくれ！」そこで彼は、何が＜起こったのか＞を教えました。王は大
臣に腹を立て、寵愛を取り消し、その首を斬るよう命じたのです。
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36） 「自分たちの」　底本（365/3）ではanfusim（意味不明）となっているが、写本（142b/15）により
anfusi-himと読む。
37） 「第四の」が写本では赤インクで記されている。
38） 「浴場主」を底本は次の物語のタイトルとしているが、その内容および写本により、大臣の科白の
中の主語と解釈して訳した。
　「それと同じように、アッラーが大臣たちに対する勝利をあなたにお与えくださいます
よう。だって、あの者たちは、悪意に満ちた大臣なのですもの、自分たちの36）利益にな
ることしか頭にないのですわ」。
　それを聞くと、王は息子を処刑するよう命じた。
　すると、第四の37）大臣が王を訪れ、御前の床にキスをして言った、「ああ、王様、分別
も信仰も持たぬ女のために御子息の処刑を急がせてはなりません。彼女たちに分別や信仰
が欠けていることは、すでに物語の中でも語られていることなのですぞ。それは説明する
（必要も）ない物語のひとつで、浴場主38）が後悔したのと同じように、結局は後悔するこ
とになるのです」。
　すると、王が言った、「その物語とはどういうものだったのだ？」
　そこで、彼は物語った。
（10　第四の大臣の第一の物語　浴場主　balneator）
　昔々のことだそうです。信望の厚い王がいて、でっぷりと太った立派な体格の息子がい
ました。あまりにも太っていたので、服を脱いでも、一物が見えないほどでした。その彼
が体を洗おうと思って、とある浴
ハンマーム
場に入ったのです。浴場主がその姿に気がついて外陰部
に目をやると、一物が見えなかったのでびっくりして、こう言いました、「旦那さま、あ
なたさまは男としては奇妙なお方ですね、我慢しなければならないなんて、さぞかしお
つらいことでしょうねえ！」すると、王子が言いました、「おれのどこを見たんだ？」浴
場主が言いました、「あなたそのものですよ、王子さま、あなたには一物がないじゃない
ですか。女たちとの楽しみには関心がおありだったでしょうに」。王子は彼が愚か者であ
ることを知りました。それで、からかいながら、王子はこう言ったのです、「ああ、先生、
このおれが、どうやってやるのか知らないのに、伯父の娘と結婚したがっているんだから
驚きだよね。ところで、どうだろう、おれから一〇ディーナール受け取って、美しい女を
連れて来てくれないか？　この身で試してみたいんだ」。浴場主は欲に駆られてお金を受
け取りました。
　ところで、彼には美しい妻がいたので、こう思ったのです、「あいつには女たちの役に
38
39） 「物語」が写本では赤インクで記され、底本では次の物語のタイトルとされているが、その内容お
よび写本により、大臣の科白の一部と解釈して訳した。
立つものがない、だったらこのおれこそ金貨を貰うにふさわしいというもんだ」。そして、
妻のところへ行き、王子の話をしてから、こう言いました、「おれたちに金貨を貰う権利
があるんだ」。
　妻は喜んで立ち上がり、いちばんいい装身具を身につけて浴場に入り、外見を整えてか
ら、王子のもとに行きました。王子が彼女に近づくと、その体から堂々としたものが現わ
れてきたのです。それを見た妻は喜びのあまりに分別を失ってしまい、その身を彼に委ね
て、抱きついたのです。
　愚かな夫はといえば、二人の間に何が起こるのかを見るために、テラスに出ました。そ
して、王子が妻の上に乗りかかっているのを目にして、見てしまったことを激しく後悔し、
わが身に振りかかった事の重大さに、（嫉妬の）炎に身を焦がして、こう妻に呼びかけた
のです、「何ということだ、外に出て来い、そいつに一物があるなんて、思いもしなかった！」
すると、妻がこう言いました、「どうやって出ればいいのよ、もう夜までいるって約束し
ちゃったのよ」。妻の言葉を聞いた浴場主は、自分からしてしまったことではあるのですが、
妻が王子といっしょにいたいと望んでいるからには、もう妻を彼から引き離すことはでき
ないと悟って浴場に下り、ロープを結んで、それを首にかけ、窒息して死んでしまったの
です。
　「御承知とは思いますが、王様、陛下には今の御子息のほかには誰もいないのです、陛
下はその子を、嘘の話を真に受けて亡き者にしようとされているのですぞ。陛下が後悔し
てももう役に立たないところで後悔することになるのではないかと恐れるのでなければ、
私はこんな話はしませんでした。さらに、女たちの策略についても物語39）が伝えられて
おります。こういう話です」。
（11　第四の大臣の第二の物語　涙を流す小犬Ⅰ　canicula I）
　ある男に美しい妻がおり、二人は、互いに相手を大切にし、決して裏切らないと固く誓
い合っておりました。やがて男は旅に出ることになり、約束した期日までの十分な生活費
を手渡して、こう言いました、「その期日よりも前に旅から帰ってくるからね」。
　こうして彼は旅立ち、妻は留守を守っていたのですが、とうとう約束の期日も過ぎてし
まい、生活費も底をついてしまったのです。それで彼女は、夫の友人たちに夫のことを尋
ねて回りました。そうした折に、ある男が彼女を見かけて心を奪われてしまい、近所に住
39
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40） この「うれしいわ」と、次の老婆の科白との間に底本では―が入っているが、訳では「　」で
区別できるし、写本（144a/1）にはないので省いた。
む老婆を呼んでその女のことを尋ね、彼女に寄せる思いを訴えて、こう言いました、「お
れと彼女を結びつけることができるかい、何でもあんたの欲しいものをあげるからさ」。
すると（老婆が）言いました、「安心して、楽しみに待っていておくれ！」
　それから老婆は小麦粉を用意し、それを脂とコショウでこねて、パンを作りました。
　ところで、老婆は家で、どこかへ出かけるときにはいつでもそのあとについてくる雌犬
を飼っていたのですが、その犬にコショウで＜こねた＞パンを与えて、夫が留守をしてい
る例の人妻の家に出かけました。もちろん犬もいっしょです。夫人は、何の用ですかと尋
ねました。老婆はしばらくそのそばにすわり込んでいました。やがて、そばにいる犬が
泣き始め、涙がその目からこぼれ落ちてくると、老婆も泣き出し、悲しい顔をしたのです。
女主人が言いました、「あら、お婆さん、いったいどうしたんですの、この犬も泣いているし、
あなたも泣いているなんて？」すると老婆は、首を振ってこう言いました、「ああ、娘さ
ん、この犬の身に振りかかった災難のことは､ どうか慈悲深いアッラーが忘れさせてくだ
さればと思っているんですよ！」娘が言いました、「いったいどんな災難だったんですか？」
それを聞いて老婆が言いました、「ああ、娘さん、この犬はね、女たちの中でもいちばん
美しくて、たとえようもなく愛らしい娘だったんですよ。ある男が思いを寄せて、熱をあ
げ、どうか自分に目を向けてほしいと頼んだのだけれど、この娘はそれを受け入れなかっ
たのさ。ところが、その男がまた魔法使いでね、彼女に魔法をかけたもんだから、あんた
が今目にしているような雌犬にされてしまったんだよ。それが若い娘さんを見たもんだか
ら、わが身を悲しんで泣いているのさ」。すると、娘がこう言いました、「本当の話なんで
すか？」老婆は、その話が本当だということを、千回も誓いました。娘が言いました、「ああ、
お婆さん、ここにもわたしにすっかり熱をあげている若者がいるんです、わたしもその人
を受け入れなかったんです。魔法をかけられて、このような雌犬にされちゃうんじゃない
かと思うと、恐くてたまらないわ」。そこで老婆が言いました、「アッラーにかけて、その
とおりだよ、娘さん。わたしもそのことではあんたの身が心配だね」。すると、娘が言い
ました、「急いでわたしとその人を結びつけることができますか？」老婆が言いました、「も
ちろんだよ、その人のことなら知っているからね、誰それさんだろ」。娘が言いました、「う
れしいわ40）」。「わたしがその人をあんたのところに連れて来てやるよ」。そう言うと（老
婆は）すぐに立ち上がり、頼まれたことをしに出て行ったのです。娘のほうはというと、ほっ
として、若者が訪れてくるのを待ってすわっていました。
　老婆は若者を捜したのですが、会えませんでした。くまなく捜したのですが、とうとう
その消息をつかむことができなかったのです。ところが、運命の指図によって、その娘の
40
41） 「（やがて）」　この部分は底本（368/7）で疑問符が付せられ、テキストに欠落があるようだという
脚注が付けられている。筆写者が何語か飛ばした可能性もあるが、意味がつながらないというほ
どではない。
夫がちょうどその時間に旅から戻ってきたのです。その夫人の夫は感じのいい性格で、美
男子でした。彼を見た老婆は、その美男子振りが気に入ってしまい、こんな独り言を言っ
たのです、「頼んできたあの若者に会えなかったんだから、あの旅人を代わりに連れて行
くとしよう、あの娘に恥をかかせるわけにはいかないからね」。そして、娘の夫に近づい
てこう声をかけました、「お若い方、きれいで魅力的で優雅な若い娘はいかがですか？　
姿かたちはいいし、おっぱいは（大きいし）、夫はいないし、脚も腕も（すらっとしていて）、
たとえ（アッラーの）崇拝者であっても、見た者をとりこにしてしまう娘ですよ」。若者
は彼女に心をひかれ、ちょうどそのときは何もすることがなかったので、こう言いました、
「願
ビ ス ミ ッ ラ ー ヒ
ってもないことだ！」
　すると（老婆が）前を歩き始めたので、路地から路地へとそのあとについていくと、や
がて若者の家のドアのところで彼を止めたのです。若者はこう独り言を言いました、「こ
れが、アッラーにかけて、おれが留守にしているときにいつもあいつがやっていたことだっ
たのだ。それにこの老婆、こいつがあいつを操っていることは間違いない」。内心はもう
ひどいことになっていました。それから若者は自分を慰め、老婆がすることを見ていまし
た。老婆は辛抱強く待っていましたが、（やがて41））娘が知らせて、こう言いました、「お
婆さん、あとはわたしにまかせて、入ってもらってちょうだい」。そう言うと彼女にいく
らかを支払いました。それから彼女が出て行くと、（妻は）若者に声をかけました、「お入
りください！」若者は、怒りを感じながら、中に入っていきました。妻はそれが夫である
ことに気づき、自分がとんでもない窮地に陥ったことを知ったのですが、悪
イブリース
魔がひらめき
を与えて注意深くさせたので、彼女は跳びかかっていって夫の顔に平手打ちを食らわせ、
服を引き裂き、あごひげを引き抜き、その振舞いで度肝を抜いてから、こう言い放ったの
です、「この女ったらしめ、誓いと信頼はどこへ行ったのよ、変なことはしないって約束
したんじゃないの？　あんたがこういうことをしてるって、噂に聞いたわ、でも、今日あ
んたが帰って来たって知らされるまでは信じなかった。それを聞いて、あの老婆をあんた
のところに行かせて､ 今日あんたをだますように命じたのよ。そうしたら、すぐにあとに
ついて来て、約束や誓いのことなど忘れちゃったんじゃないの！」かくして奥さんの策略
に不意打ちを食らった夫は、言い逃れようとしたり、なだめたりしようとし始め、「アッラー
にかけて、妻よ、おれが留守のときにいつもお前がこういうことをしていたんだと思って
しまったんだ」と言ったりしたのです。それからも夫が機嫌を取りつづけたので、奥さん
も策略を駆使して機嫌を直し、やっとのことで納得したのです。
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42） 「五日目」は写本では赤インクで記されている。
43） 「豚の物語」は底本では次の物語のタイトルとされているが、その内容および写本により、王の科
白の一部と解釈して訳した。「物語」のみ写本では赤インクで書かれている。冒頭の「で」は写本
（144b/7）による。次の「彼女は語った」は物語冒頭からここに移した。
　「そういうわけですから、王様、このような、とうてい太刀打ちできない策略があるの
だということを、よくお考えになっていただきたいのです」。
　すると王は、その日の王子の処刑を禁じた。
　さて
五日目42）
になると、毒を満たした杯を手にした王妃がやって来て、こう言った、「ああ、御主人さま、
わたしが真実を言っているのだということを認めてくださらないのなら、この毒を飲んで
死んでしまうことにしますわ、そうしたら（自殺という）わたしの罪はあなたのせいとい
うことになるのですよ。わたしの言うことを受け入れ、聞き入れてくださらないと、豚が
後悔したように後悔することになりますわ」。
　王が言った、「で、その豚の物語43）というのはどういうものなのだ？」
　彼女は語った。
【以下次号to be continued】
